
 
 

 

一 

 
 

 

日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

 

日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
法
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

目
次
中
「
第
四
十
九
条
」
を
「
第
四
十
九
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

 

第
一
条
中
「
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
競
技
水
準
の
向
上
等
」
を
「
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
二
条
中
「
政
府
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
（
非
常
勤
の
者
を
除
く
。
）
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。 

 

一 

禁
錮こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過

 
 

し
な
い
者 

 

二 

こ
の
法
律
又
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第 

 
 

号
。
以
下
「
投
票
法
」
と

 
 

い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日

 
 

か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
者 

 

三 

政
府
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
（
非
常
勤
の
者
を
除
く
。
） 

 

第
二
十
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を 



 

 
 

 

二 

「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
第
二
号
」
を
「
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

セ
ン
タ
ー
は
、
前
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
投
票
法
に
規
定
す
る
業
務
（
以
下
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
等
業
務
」
と

い
う
。
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
二
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
券
の
発
売
等
の
運
営
費
の
制
限
） 

第
二
十
五
条
の
二 

次
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
運
営
費
の
金
額
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
券
の
発
売
金
額
に
応
じ
て
当
該
発
売

金
額
の
百
分
の
十
五
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
文
部
省
令
で
定
め
る
金
額
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
券
の
発
売
金
額
が
文

部
省
令
で
定
め
る
金
額
に
達
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
文
部
省
令
で
定
め
る
期
間
内
に
限
り
、
別
に
文
部
省
令
で
定
め
る

金
額
）
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。 

 

一 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
券
の
発
売 

 

二 

投
票
法
第
十
三
条
の
払
戻
金
の
交
付 

 

三 

投
票
法
第
十
七
条
第
三
項
の
返
還
金
の
交
付 



 
 

 

三 

 
四 

前
三
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務 

 

第
二
十
六
条
中
「
第
二
十
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

文
部
大
臣
は
、
前
項
の
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
同
項
の
事
業
計
画
、
予
算
及
び
資
金
計
画
の
う
ち
ス
ポ
ー
ツ
振

興
投
票
等
業
務
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
政
令
で
定
め
る
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
三
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
国
庫
納
付
金
） 

第
三
十
条
の
二 

セ
ン
タ
ー
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
投
票
法
第
二
条
に
規
定
す
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
に
係
る

毎
事
業
年
度
の
収
益
（
当
該
事
業
年
度
の
次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
等
業
務
に
係
る
運
営
費
の

金
額
を
控
除
し
た
金
額
を
い
う
。
）
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
、
翌
事
業
年
度
の
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
国
庫
に
納

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

投
票
法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
券
の
売
上
金
額
に
一
か
ら
同
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
率
を

 

控
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
金
額 



 

 
 

 

四 

 
二 

投
票
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
の
収
入
と
さ
れ
た
金
額 

 

三 
投
票
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
債
権
の
消
滅
に
係
る
払
戻
金
等
の
額 

 

四 

発
売
金
額
の
う
ち
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
等
業
務
に
係
る
経
理
に
つ
い
て
設
け
ら
れ
た
特
別

 
 

の
勘
定
に
属
す
る
も
の
の
管
理
に
よ
り
生
じ
た
運
用
利
益
金
に
相
当
す
る
金
額 

 

第
三
十
二
条
中
「
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
二
か
ら
第
一
号
の
四
ま
で
の
業
務
及
び
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
に
係
る
経

理
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
で
あ
つ
て
投
票
法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
か
ら

第
四
号
ま
で
に
規
定
す
る
事
業
を
施
行
す
る
も
の
に
係
る
経
理
、
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
の
二
か
ら
第
一
号
の
四
ま
で
の
業

務
及
び
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
に
係
る
経
理
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
等
業
務
に
係
る
経
理
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
特
別
積
立
金
） 

第
三
十
三
条
の
二 

セ
ン
タ
ー
は
、
毎
事
業
年
度
、
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
等
業
務
に
係
る
経
理
に

つ
い
て
設
け
ら
れ
た
特
別
の
勘
定
に
係
る
損
益
計
算
に
お
い
て
利
益
を
生
じ
た
と
き
は
、
前
事
業
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
損

失
を
埋
め
、
な
お
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
残
余
の
額
の
一
部
を
、
政
令
で
定
め



 
 

 

五 

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
別
積
立
金
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 
前
項
の
特
別
積
立
金
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

 

第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
と
基
金
」
を
「
、
基
金
」
に
改
め
、
「
出
え
ん
さ
れ
た
金
額
」
の
下
に
「
及
び
投
票
法
第
二

十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
金
額
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
十
九
条
第
二
項
及
び
第
四
十
条
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
」
の
下
に
「
及
び
投
票
法
」
を
加
え
る
。 

 

第
四
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
十
九
条
第
一
号
中
「
第
二
十
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
条
第
四
項
」
に
、
「
第
二
十
九
条
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一 

項
」
に
改
め
、
第
七
章
中
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
国
庫
納
付
金
の
教
育
事
業
等
に
必
要
な
経
費
へ
の
充
当
） 

第
四
十
九
条
の
二 

政
府
は
、
第
三
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
国
庫
納
付
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
、
教
育
及
び
文
化
の
振

興
に
関
す
る
事
業
、
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
の
事
業
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
の
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
交
流

に
関
す
る
事
業
等
の
公
益
の
増
進
を
目
的
と
す
る
事
業
に
必
要
な
経
費
に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
金
額
の
算
出
は
、
各
年
度
に
お
い
て
、
そ
の
年
度
の
予
算
金
額
に
よ
る
も
の
と
す 



 

 
 

 

六 

 
る
。 

 

第
五
十
条
及
び
第
五
十
一
条
中
「
十
万
円
」
を
「
二
十
万
円
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
十
二
条
中
「
五
万
円
」
を
「
十
万
円
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
法
律
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第 

 
 

号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施 

行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 



 
 

 

七 

 
 
 
 
 

理 

由 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
投
票
の
実
施
及
び
そ
の
収
益
に
よ

る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
的
と
す
る
事
業
に
要
す
る
資
金
の
支
給
等
の
業
務
を
日
本
体
育
・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
す

る
等
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


